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【対象】東京都内の小学校1校を有意抽出した。そのうち、教育
介入当日の授業を最初から最後まで受講した小学５年生99名を
調査対象とした。また事前に配布した調査説明書に同意し、かつ
各調査票ですべての該当目に回答した児童の回答のみを分析の対
象とした。なお各受講した授業の内容に合わせて回答を求めた。

【調査材料】介入手続きの意図に沿った理解がなされていることを
確認するため、介入ごとに質問項目を作成し、介入前、介入後、介
入後３か月の３時点で調査を実施した。
【倫理的配慮】調査に関しては事前、中途の拒否が可能なこと、不
利益を受けることがないことを直接児童および教師、保護者に説明
し、同意を得た。桜美林大学研究倫理委員会の承認を得て実施した。

【学級集団を対象とした認知行動療法の課題】
全国的な普及率はそれほど高くなく、児童生徒に対する認知行動療法の専門家や、それを学んだ一部の教諭が展開しているに過ぎない
【本研究の目的】
将来的な学校におけるメンタルヘルスプログラムの授業の実装を見据えた、小学生向けのメンタルヘルスプログラムの構築と効果の検討
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【本研究に基づく提言】 認知行動療法に基づく集団メンタルヘルス教育プログラムには一定の効果があることは十分に示されている。
今後は、このようなプログラムを普及させるための、時間の確保と実践者の養成が重要な課題となる。
日本認知・行動療法学会をはじめとした関連諸団体が連携し、本実践の発展に貢献していくことが求められる。
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